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【台風 16 号関連出水対応】 

九頭竜ダムで洪水全量貯留を実施！！ 

７０２万㌧（東京ドーム約５．７杯分）の洪水を貯留！！！ 

 
 
 台風１６号関連（秋雨前線刺激分含む）の降雨は、九頭竜ダム上流域平均累加雨量は、

１７４mm に達しました。この関係で、九頭竜ダムには最大約６２３m3/s の洪水が流入し

ました。 
 九頭竜ダムでは、この洪水を全量貯留し、下流の洪水被害の軽減を図りました。（別添図

－１参照）具体的には、大野市（旧和泉村）朝日水位観測所地点で、約１．３ｍの水位低

減が認められました。 
 
【真名川では水位調節のための放流】 
 真名川ダム上流域平均累加雨量が１６４mm に達しました。この関係で、真名川ダムに

は最大約３００m3/s の洪水が流入しました。このため真名川ダムでは、水位調節のための

放流を実施しました。放流前には、事前に関係機関へ連絡しました。 
 
【一般への広報】 
事務所ＨＰ（別添図－２）や Twitter（別添図－３）で、一般の河川利用者等への告知を

行い、安全確保に努めました。 
  



九頭竜ダム

九頭竜ダムの洪水調節効果：９月20日からの台風１６号による出水

○九頭竜ダム上流域では、９月２０日、降り始めからの九頭竜ダム上流平均累加雨量が約１７４mm、時間最大
雨量が約４１mm（長野雨量観測所）となり、ダムへの流入量が今年度最大となる約６２３m3/s を記録した。

○九頭竜ダムでは約７０２万ｍ3（東京ドーム約５．７杯分）の洪水を全量貯留し、ダム下流朝日地点（大野
市（旧和泉村）朝日町付近）で約１．３ｍ程度の水位を低減させた。

足
羽
川

日
野
川

位置図

九頭竜川

真
名
川

約６２３

最大流入量時の
放流量（毎秒m3）

最大流入量
（毎秒m3）

その差 毎秒約623m3

０

九頭竜ダム

レーダー雨量

九頭竜ダム

台風経路図

朝日地点の水位
ダム貯留無：４．６３ｍ
ダム貯留後：３．３４ｍ
→約１．３ｍの水位低減

ダムによる洪水調節

全流入量貯留

流入量と放流量

ダムから下流に流す量を
最大約623ｍ3/ｓ低減

ダムへの流入量 最大約623ｍ3/ｓ

ダムからの放流量
0

九頭竜ダム

朝日地点

イメージ図

イメージ図

約41mm

今回出水の最高水位（3.34m：標高427.10ｍ）

イメージ図
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ダムで河川の水量を調節しなかった場合の水位（4.63m：標高約428.39ｍ）

あと約3.44m左岸は山付け



九頭竜川ダム統合管理事務所ＨＰ(http://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/)新着情

報よりの広報例 

別添図－２ 

http://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/


九頭竜川ダム統合管理事務所公式 Twitter(https://twitter.com/mlit_kuzuryuu)
での情報提供例 
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